
無
著
道
忠
著
『
正
法
山
誌
』
に
つ
い
て

竹

貫

元

勝

『
正
法
山
誌
』
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
の
山
号
に
よ
っ
て
書
名
と
し
た
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）
の
著
し
た
妙
心
寺
の
寺
誌

で
あ
る
。
今
日
、
活
字
本
と
自
筆
本
、
さ
ら
に
写
本
の
存
在
を
知
る
。
し
か
し
、
活
字
本
と
写
本
の
原
本
は
特
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
活
字
本
を
底
本
に
『
正
法
山
誌
』
の
訓
注
本
の
上
梓
を
目
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
研
究
史
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
活
字
本
に
視

点
を
お
い
て
、『
正
法
山
誌
』
に
つ
い
て
の
一
考
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、『
正
法
山
誌
』
の
成
立

『
正
法
山
誌
』
に
は
序
文
や
跋
文
が
な
く
、
無
著
道
忠
が
本
書
を
撰
述
す
る
意
図
や
著
作
の
経
緯
な
ど
に
関
し
て
、
自
ら
語
っ
た
史
料

は
見
出
せ
な
い
。
活
字
本
『
正
法
山
誌
』
に
も
解
題
は
な
い
。
ま
た
、「
凡
例
」
に
お
い
て
も
成
立
年
次
な
ど
を
明
記
す
る
条
は
な
い
。

通
説
で
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
・
二
月
二
十
一
日
改
元
「
延
享
」）、
す
な
わ
ち
無
著
道
忠
三
十
二
歳
か

ら
九
十
二
歳
に
か
け
て
成
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

『
正
法
山
誌
』
に
無
著
道
忠
の
年
齢
が
見
出
せ
る
記
事
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
第
十
巻
の
「
足
利
行
道
山
浄
因
寺
」
の
項
に
、

右
享
保
乙
卯
歳
春
三
月
十
五
日
。
兜
率
座
元
上
京
訪
忠
。
爲
忠
所
説
如
左

と
あ
り
、
享
保
乙
卯
歳
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
で
、
無
著
道
忠
八
十
三
歳
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
巻
の
「
賜
國
師
號
献
唐
造
香
合
」

の
項
に
、

（1）	
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元
文
丁
巳
七
月
念
六
日　
　

道
忠
謹
識

と
記
し
、
元
文
丁
巳
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
で
、
無
著
道
忠
八
十
五
歳
で
あ
り
、
第
四
巻
の
「
應
禪
跋
」
の
項
に
、

右
六
紙
。
南
涌
院
蒙
山
和
尚
示
余
。
寛
保
三
年
癸
亥
夏
五
月
十
八
日
。
九
十
一
翁
著
者
道
忠
謹
寫
。

と
あ
っ
て
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
九
十
一
歳
の
年
に
、
根
外
、
温
中
、
耽
源
、
応
禅
な
ど
の
跋
文
を
書
写
し
て
い
る
。『
正
法
山
誌
』

に
見
出
す
執
筆
年
を
知
る
表
記
は
、
寛
保
三
年
が
最
後
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
仮
に
『
正
法
山
誌
』
の
執
筆
が
文
献
の
閲
読
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、『
遂
年
閲
書
記
』
は
そ
の
成
立
時
期
を
推

定
す
る
上
で
参
考
に
な
る
。
第
八
巻
の
「
正
法
山
十
境
」
に
、「
岳
珂
程
史
」
の
記
が
あ
る
が
、『
遂
年
閲
書
記
』
に
よ
る
と
、
無
著
道
忠

は
宋
の
岳
珂
『
程
史
』
を
九
十
二
歳
の
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
に
閲
読
し
て
い
る
。
仮
に
第
八
巻
の
当
該
記
事
が
『
程
史
』
閲
読
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、『
正
法
山
誌
』
は
、
無
著
示
寂
の
年
ま
で
記
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
無
著
道
忠
は
史
料
あ
る
い
は
典
籍
な
ど
を
読
ん
で
、
妙
心
寺
に
関
係
を
も
っ
た
記
事
を
抜
粋
し
て
書
写
し
、
そ
れ

に
見
解
を
記
す
な
ど
し
て
い
て
、
八
十
三
歳
に
第
十
巻
、
八
十
五
歳
に
第
五
巻
、
九
十
一
歳
に
第
四
巻
の
各
項
目
を
加
筆
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
、
九
十
二
歳
に
八
巻
の
項
目
に
加
筆
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
形
跡
が
あ
る
。

（
２
）『
本
朝
高
僧
伝
』
と
の
関
わ
り

こ
こ
で
、『
正
法
山
誌
』
の
成
立
経
緯
を
も
う
少
し
具
体
的
に
知
る
た
め
に
、元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
成
っ
た
卍
元
師
蛮
撰
の
『
本

朝
高
僧
伝
』
に
手
掛
か
り
を
得
た
い
と
思
う
。

卍
元
師
蛮
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
執
筆
で
史
料
と
し
た
文
献
を
「
援
引
書
目
」
に
お
い
て
列
記
す
る
。
そ
の
件
数
は
六
〇
〇
件
余
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
『
正
法
山
誌
』
の
書
き
上
げ
は
な
い
。
し
か
し
、
卍
元
師
蛮
は
各
伝
名
の
下
に
、
依
拠
し
た
文
献
（
史
料
）
名
を
記
載
し

て
い
て
、
そ
れ
に
『
正
法
山
誌
』
を
見
出
す
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
巻
第
二
十
五
に
、

（2）	
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京
兆
龍
寶
山
大
徳
寺
沙
門
妙
超
傳
、
大
燈
國
師
行
状
、
延
寶
傳
燈
録
第
二
十
、
大
徳
寺
世
譜
、
紫
巖
譜
略
、
龍
寶
山
大
徳
寺
誌
巻
上
、

龍
寶
山
志
第
三
、
正
法
山
誌
第
一

と
す
る
。
卍
元
師
蛮
は
僧
伝
に
、『
正
法
山
誌
』
を
史
料
と
し
て
用
い
た
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
に
記
載
す
る
『
正
法
山
誌
』
の
巻
に
当
該

項
目
が
あ
る
か
否
か
を
点
検
し
、
各
伝
で
史
料
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
関
連
項
目
を
推
定
し
て
点
検
す
る
と
、『
本
朝
高
僧
伝
』

に
記
載
す
る
『
正
法
山
誌
』
の
巻
別
件
数
は
、
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
が
多
い
が
、
七
巻
、
八
巻
も
見
出
せ
る
。
七
巻
で
は
『
本
朝
高

僧
伝
』
巻
第
四
十
五
大
愚
宗
築
伝
、
八
巻
に
つ
い
て
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
四
十
三
東
陽
英
朝
伝
に
纔
か
各
一
件
で
あ
る
け
れ
ど
も
見

出
せ
る
。
し
か
し
、
九
巻
、
十
巻
に
つ
い
て
は
全
く
書
き
上
げ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
卍
元
師
蛮
が
記
載
し
た
『
正
法
山
誌
』
の
当
該
巻
に
お
け
る
関
連
項
目
の
有
無
を
調
べ
る
と
、
確
認
で
き
な
い
事
例
も
あ
る
。

巻
第
二
十
五
宗
峰
妙
超
伝
に
は
「
正
法
山
誌
第
一
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
関
連
す
る
記
事
は
一
巻
中
に
見
当
た
ら
ず
、
二
巻
に
「
宗
峰
和

尚
」
な
ど
と
あ
り
、
該
当
す
る
の
は
こ
の
巻
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
二
十
九
関
山
慧
玄
伝
は
、「
正
法
山
誌
第

一
第
三
」
と
す
る
が
三
巻
に
な
く
、
一
巻
・
二
巻
・
四
巻
に
あ
る
。

『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
三
十
八
無
因
宗
因
伝
で
は
「
正
法
山
志
第
二
・
第
三
・
第
四
」
と
表
記
す
る
の
に
対
し
て
、
三
巻
に
無
因
関
係

の
記
事
は
な
い
。『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
三
十
九
方
裔
偉
仙
伝
で
は
「
正
法
山
志
第
一
」
と
す
る
が
、『
正
法
山
誌
』
に
こ
の
人
名
が
で
て

く
る
の
は
、十
巻
の
「
足
利
行
道
山
淨
因
寺
」
の
項
で
あ
る
。
ま
た
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
四
十
一
舂
夫
宗
宿
伝
で
は
「
正
法
山
志
第
六
」

と
あ
る
が
、
該
当
す
る
の
は
四
巻
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
四
十
三
東
陽
英
朝
伝
に
「
正
法
山
志
第
二
・
第
六
・
第
八
」

を
記
載
す
る
が
、
八
巻
に
東
陽
英
朝
に
関
わ
る
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
り
、
九
巻
に
「
聖
澤
院
」、
同
巻
「
聖
澤
派
諸
院
」
な
ど

の
事
項
が
あ
り
、
八
巻
よ
り
も
九
巻
の
ほ
う
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
四
十
四
興
宗
宗
松
伝
は
『
正
法
山
誌
』

五
巻
に
な
く
九
巻
で
あ
り
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
四
十
四
愚
堂
東
寔
伝
に
「
正
法
山
志
第
六
」
と
あ
る
こ
の
巻
に
は
直
接
関
係
す
る
記

事
が
な
く
、
七
巻
に
該
当
す
る
記
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
巻
第
四
十
二
一
休
宗
純
の
伝
で
は
「
正
法
山
誌
」
と
し
て
い
て
、
一
休
に
関
わ
る

3　『禪學研究』第100號，2022年3月



項
の
掲
載
巻
が
未
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
卍
元
師
蛮
は
少
な
く
と
も
『
正
法
山
誌
』
第
八
巻
ま
で
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。『
本

朝
高
僧
伝
』
が
成
る
の
は
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
で
、
こ
の
年
は
無
著
道
忠
五
十
歳
で
あ
る
。
こ
の
元
禄
期
末
の
頃
に
は
既
に
『
正

法
山
誌
』
の
書
名
も
決
ま
っ
て
い
て
、
且
つ
八
巻
ま
で
撰
述
さ
れ
、
卍
元
師
蛮
が
閲
読
し
得
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
最
終

的
に
は
一
〇
巻
本
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
卍
元
師
蛮
が
閲
覧
し
た
後
で
無
著
道
忠
は
幾
度
か
『
正
法
山
誌
』
に
改
編
を
加
え
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

『
正
法
山
誌
』
は
、『
本
朝
高
僧
伝
』
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
成
立
過
程
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
卍
元
師
蛮
が
そ
の
伝
の
執
筆
毎
に
、
依
拠
し
た
文
献
史
料
名
を
正
確
に
記
載
し
た
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
、『
正
法
山
誌
』
の
執
筆
経
緯
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
種
の
記
事
を
類
別
し
て
書
き
置
き
後
に
編
集

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。二

、『
正
法
山
誌
』
の
諸
本

五
〇
年
余
を
か
け
て
な
っ
た
『
正
法
山
誌
』
で
あ
る
が
、
そ
の
所
在
は
『
国
書
総
目
録
』・『
新
纂
禅
籍
目
録
』
な
ど
に
よ
り
、
活
字
本

と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
、
内
閣
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
、
松
ヶ
岡
文
庫
、
伊
勢
修
成
蔵
の
六
写
本
の
現

存
を
知
る
。
ま
た
飯
田
利
行
氏
が
「
無
著
道
忠
禅
師
撰
述
書
目
」
に
「
正
法
山
誌　

十
巻
（
六
冊
）
霊
雲
院
、
内
閣
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
、

伊
勢
修
成
、
花
園
大
学
、
京
都
大
学
、
東
大
史
料
編
纂
所
、
松
ヶ
岡
文
庫
」
の
所
蔵
者
を
書
き
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
記
載
の
な
い

も
の
と
し
て
、
禅
文
化
研
究
所
の
資
料
室
蔵
本
と
京
都
工
芸
繊
維
大
学
図
書
館
蔵
本
の
二
本
が
あ
る
。
こ
の
八
本
の
内
、
筆
者
が
影
印
本

で
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
図
書
館
蔵
本
、

（3）	
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内
閣
文
庫
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
禅
文
化
研
究
所
資
料
室
蔵
本
の
六
件
で
あ
る
。
各
々
、
東
大
史
料
本
、
京
大
図
本
、
京
工
繊
大
本
、
内

閣
文
庫
本
、
静
嘉
堂
本
、
禅
文
研
本
と
略
称
す
る
が
、
活
字
本
と
禅
文
研
本
、
さ
ら
に
東
大
史
料
本
な
ど
の
各
写
本
を
通
し
、『
正
法
山
誌
』

に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

１
、
活
字
本
『
正
法
山
誌
』

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
『
正
法
山
誌
』
は
、「
大
本
山
妙
心
禅
寺
開
創
六
百
年
、
雪
江
禅
師
四
百
五
十
年
遠
諱
」
の
記
念
出
版
と
し
て

上
梓
さ
れ
た
『
妙
心
寺
誌
』
に
収
載
さ
れ
る
活
字
本
の
『
正
法
山
誌
』（
以
下
、
活
字
本
と
略
称
す
る
）
で
あ
る
。
こ
の
『
妙
心
寺
誌
』

の
発
行
者
は
「
故
浅
田
千
雄
・
浅
田
守
正
」
で
、
発
行
所
は
「
大
本
山
妙
心
寺
塔
頭
東
林
院
」
で
あ
っ
た
。
跋
文
は
「
洛
西
大
寳
山
法
輪

禅
寺
獅
子
窟
第
拾
世
、
関
山
派
下
劣
孫
比
丘
伊
山
義
豊
」
に
よ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
復
刻
版
が
『
正
法
山
誌
』
の
書
名

で
思
文
閣
出
版
か
ら
出
て
い
る
。

『
妙
心
寺
誌
』
の
「
凡
例
」
は
、
一
つ
書
で
次
の
六
項
目
を
あ
げ
る
。

一
、	

本
書
原
と
正
法
山
誌
と
言
ふ
、
今
は
廣
く
世
に
通
じ
易
か
ら
し
め
ん
が
為
め
に
妙
心
寺
誌
な
る
題
簽
を
用
ひ
内
題
に
原
名
を
存

せ
り
。

一
、
目
次
は
第
一
巻
の
み
に
有
っ
て
他
は
缼
け
り
、
讀
者
に
便
せ
ん
為
め
新
に
設
け
た
り
。

一
、
撰
者
無
著
道
忠
禪
師
手
澤
本
は
九
行
二
十
字
詰
な
り
し
も
配
印
の
都
合
上
今
の
如
く
す
。

一
、
殿
堂
略
記
一
巻
は
別
本
な
る
も
併
せ
上
梓
す
。

一
、	

刊
行
に
當
り
校
正
は
中
村
詳
一
氏
、
原
本
對
校
は
妙
心
寺
塔
頭
大
珠
院
住
職
堀
宗
海
師
、
考
勘
は
林
岱
雲
師
を
煩
し
た
り
。

一
、	

特
に
題
辭
を
賜
ふ
た
妙
心
寺
派
管
長
香
夢
室
猊
下
。
妙
心
寺
派
前
管
長
玲
竹
軒
猊
下
。
並
に
題
簽
を
忝
う
し
た
相
國
寺
派
前
管

長
對
雲
窟
猊
下
に
感
謝
の
意
を
表
す
。

（6）	
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昭
和
十
年
三
月
十
日	

編
者
誌　

と
あ
る
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
上
梓
さ
れ
た
活
字
本
『
正
法
山
誌
』
の
「
凡
例
」
第
二
、
第
三
は
、
活
字
本
に
使
用
し
た
原
本
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
活
字
本
の
原
本
に
つ
い
て
は
「
撰
者
無
著
道
忠
禪
師
手
澤
本
」
と
あ
り
、無
著
道
忠
の
手
沢
本
に
よ
っ
た
と
す
る
。

「
凡
例
」
に
「
撰
者
無
著
道
忠
禪
師
手
澤
本
」
の
成
立
年
次
、
所
蔵
者
な
ど
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
写
本
に
見
る
偈
頌
な
ど

の
五
言
、
七
言
の
絶
句
、
律
詩
は
五
字
、
七
字
で
の
改
行
は
な
い
し
、
和
歌
な
ど
の
草
書
部
分
に
つ
い
て
も
そ
の
旨
の
記
は
な
い
。

こ
と
、
所
蔵
者
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
妙
心
寺
蔵
を
自
明
の
こ
と
と
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
と
く
に
記
載
す
る
必
要
が
な
い

と
の
判
断
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、今
日
、活
字
本
の
原
本
と
な
り
、「
妙
心
寺
塔
頭
大
珠
院
住
職
堀
宗
海
師
」
が
対
校
し
、

考
勘
は
林
岱
雲
師
を
煩
し
た
と
い
う
。

２
、
禅
文
研
本

禅
文
研
本
に
つ
い
て
は
、
無
著
道
忠
自
筆
本
説
が
あ
る
。
こ
の
蔵
本
は
、
禅
文
化
研
究
所
が
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
撮
影
し
、
昭
和

五
十
六
年
五
月
三
十
日
付
け
で
受
け
入
れ
、
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
禅
文
化
研
究
所
の
記
録
に
、

附
録
そ
の
一
、
妙
卓
編
「
無
著	

和
尚
自
撰
書
籍
目
録
」
中	

現
在
龍
華
院
不
存
書
目
（
注
・
洋
数
字
ハ
巻
数　

◎
印
ハ
印
行
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
筆
本

　
　

正
法
山
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　

10　

◎　
　

六
冊
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
院
在

（7）	
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と
す
る
記
が
あ
る
。
こ
の
『
正
法
山
誌
』
は
「
一
〇
巻
」
本
で
「
自
筆
本
六
冊
霊
雲
院
在
」
と
す
る
。

加
藤
正
俊
著
『
関
山
慧
玄
と
初
期
妙
心
寺
』
に
、「
無
著
自
筆
本
」
説
の
提
言
が
あ
り
、
禅
文
研
本
は
無
著
道
忠
自
筆
の
『
正
法
山
誌
』

で
あ
る
と
断
定
し
、「
筆
蹟
か
ら
判
断
す
る
と
、
か
な
り
晩
年
」
で
、
無
著
示
寂
の
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
を
脱
稿
と
推
測
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
前
に
、
同
氏
は
『
日
本
仏
教
典
籍
大
事
典
』「
正
法
山
誌
」
の
項
で
、
成
立
年
と
内
容
の
解
説
を
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
霊
雲
院
蔵
本
に
注
目
す
る
と
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
二
月
、
飯
田
利
行
氏
は
霊
雲
院
に
『
正
法
山
誌
』
が
所
蔵
さ

れ
て
お
ら
ず
未
見
で
終
わ
っ
て
い
る
話
が
あ
り
、
そ
れ
が
京
大
図
本
の
原
本
だ
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
禅
文
化
研
究
所

の
撮
影
記
録
「T

IT
LE

」
に
四
件
を
記
し
、
先
記
「
無
著
道
忠
禅
師
撰
述
書
目
」
に
見
る
『
永
平
正
法
眼
蔵
拈
錍
』
と
『
正
法
山
誌
』

を
記
載
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
霊
雲
院
蔵
本
に
は
①
影
印
本
禅
文
研
本
の
原
本
で
、
無
著
自
筆
本
が
あ
り
、
②
飯
田

利
行
著
『
学
聖
無
著
道
忠
』
に
よ
る
「
京
都
帝
大
蔵
の
写
本
」
の
原
本
の
二
本
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
触

れ
る
こ
と
に
す
る
。

３
、
写
本

次
ぎ
に
、
東
大
史
料
本
、
京
大
図
本
、
京
工
繊
大
本
、
内
閣
文
庫
本
、
静
嘉
堂
本
の
五
写
本
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ

る
。東

大
史
料
本
は
、一
〇
巻
五
冊
本
で
星
野
恒
博
士（
一
八
三
九
～
一
九
一
七
）の
採
訪
に
よ
っ
た
。星
野
恒
博
士
は
明
治
八
年（
一
八
七
五
）

太
政
官
修
史
局
に
入
る
。
修
史
局
は
東
大
史
料
本
の
表
紙
裏
に
「
帝
国
大
学
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
」
の
印
が
あ
る
こ
と
で
も
知
る
如
く
、

後
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
修
史
に
従
事
し
て
各
地
の
古
文
書
蒐
集
に
あ
た
り
、
明
治
二
十
一
年
帝
国
大
学
文
科
大
学

教
授
に
就
任
し
、
明
治
二
十
四
年
に
文
学
博
士
、
明
治
三
十
年
に
帝
国
学
士
院
会
員
と
な
っ
た
歴
史
学
者
で
あ
る
。

東
大
史
料
本
の
巻
十
に
「
右
正
法
山
志　

十
巻　

山
城
國
葛
野
郡
花
園
村
妙
心
寺
蔵
本
、
明
治
十
九
年
九
月
編
修
星
野
恒
採
訪
明
年

（8）	
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十
二
月
謄
寫
了
」
と
記
し
て
お
り
、
妙
心
寺
に
採
訪
し
た
の
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
で
、
妙
心
寺
蔵
の
一
〇
巻
本
を
得
て
、

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
二
月
に
書
写
を
完
了
し
た
。

こ
の
東
大
史
料
本
は
無
著
道
忠
自
筆
本
で
あ
る
か
否
か
な
ど
、
原
本
の
書
誌
に
触
れ
る
記
は
な
い
。
第
二
巻
に
「
左
近
文
景
賢
寫
、
大

橋
三
次
郎
校
、
澤
渡
廣
孝
校
」、
八
巻
に
「
拝
郷
岩
之
丞
寫
、
松
原
善
蔵
校
」、
十
巻
に
「
山
下
新
介
校
」
と
、
書
写
者
と
校
訂
者
が
並
記

さ
れ
て
い
て
、
書
写
者
は
左
近
文
景
賢
と
拝
郷
岩
之
丞
で
、
校
訂
者
は
大
橋
三
次
郎
、
澤
渡
廣
孝
、
松
原
善
蔵
、
川
上
廣
樹
、
山
下
新
介

の
五
人
が
あ
た
っ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
原
本
の
所
在
が
不
詳
で
あ
る
。

京
大
図
本
は
一
〇
巻
一
〇
冊
本
で
あ
る
。
そ
れ
の
各
冊
に
楕
円
形
の
黒
印
で｢

大
正
５
、２
、２
８｣

と
あ
り
、大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

二
月
二
十
八
日
に
架
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
冊
目
と
十
冊
目
の
表
紙
に｢

龍
華
道
忠
撰
、
正
法
山
誌｣

と
表
題
を
記

し
、
他
の
冊
は｢

正
法
山
誌｣
と
記
す
。『
学
聖
無
著
道
忠
』
の
著
者
飯
田
利
行
氏
が
、
龍
華
院
（
霊
雲
院
派
）
に
お
い
て
「
京
都
帝
大

蔵
の
写
本
『
正
法
山
誌
』
の
原
本
が
塔
頭
の
大
龍
院
に
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
得
て
、
大
龍
院
（
霊
雲
院
派
）
に
赴
く
が
そ
こ
で
は
霊
雲

院
に
所
蔵
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
訪
れ
た
霊
雲
院
で
は
小
原
太
原
住
持
が
探
し
て
く
れ
た
が
見
つ
か
ら
ず
、『
無
著

和
尚
所
持
蔵
書
拝
納
目
録
』
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
蔵
書
目
録
に
は
『
永
平
正
法
眼
蔵
拈
錍
』、『
永
平
正
法
眼
蔵
校
訛
』、

六
〇
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
な
ど
二
十
六
種
の
書
名
と
巻
数
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
該
の
『
正
法
山
誌
』
は
な
か
っ
た
と

い
う
。
実
に
、
星
野
恒
採
訪
よ
り
六
〇
年
、
後
に
述
べ
る
活
字
本
『
正
法
山
誌
』
上
梓
よ
り
六
年
を
経
た
時
期
で
あ
り
、
禅
文
研
本
の
撮

影
よ
り
四
〇
年
前
の
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
二
十
一
日
の
話
で
あ
る
。

京
工
繊
大
本
は
、
一
〇
巻
一
〇
冊
本
で
あ
り
、
各
冊
に
楕
円
形
の
黒
印
で｢

京
都
工
芸
繊
維
大
学
附
属
図
書
館
」
の
受
け
入
れ
印
が
あ

る
。
こ
の
写
本
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
第
一
巻
・
二
巻
・
四
巻
・
七
巻
・
八
巻
・
九
巻
・
十
巻
に
「
月
桂
蔵
本
」
と
「
徹
傳
」
の
旧
蔵
者

印
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
月
桂
蔵
本
」
の
月
桂
は
、
月
桂
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
月
桂
寺
は
、
山
号
を
清
光
山
と
す
る
妙
心
寺
派
の
月
桂
寺
で
、
開
山

（9）	
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を
東
海
派
下
独
秀
門
派
の
湖
南
宗
嶽
（
南
化
玄
興
の
法
嗣
）
と
し
、寺
領
一
〇
〇
石
を
有
し
た
臼
杵
藩
主
の
菩
提
寺
と
い
う
名
刹
で
あ
る
。

こ
の
清
光
山
月
桂
寺
に
は
一
七
世
に
徹
伝
等
悟
（
香
州
玄
紹
の
法
嗣
）
が
い
て
、
印
の
「
徹
傳
」
は
天
保
期
在
世
の
こ
の
人
物
で
は
な
い

か
と
推
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
京
工
繊
大
本
は
清
光
山
月
桂
寺
の
旧
蔵
本
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
京
工
繊
大
本
は
第
一
巻
の
春
日
局
の
項
に
一
行
四
字
下
げ
、
一
六
字
と
す
る
「
藤
内
匠
也
内
蔵
助
与
日
向
守
謀
弑
信
長
時
、
一
鉄

窃
遣
春
日
局
於
己
食
邑
豊
後
臼
杵
矣
、
内
匠
後
就
一
鉄
請
賜
稲
葉
之
氏
一
鉄
許
下
矣
、
稲
葉
内
匠
感
喜
遂
為
一
鉄
戦
死
智
勝
院
有
稲
葉
内

匠
之
位
牌
云
」
の
五
行
が
あ
り
、
こ
の
一
六
字
五
行
の
部
分
は
他
の
写
本
で
も
同
文
を
記
載
す
る
が
、
四
字
下
げ
の
形
式
は
と
ら
な
い
の

で
あ
り
、
こ
の
写
本
の
特
異
点
で
あ
る
。
こ
の
記
が
臼
杵
に
有
縁
の
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
て
、
そ
の
話
が

『
正
法
山
誌
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
こ
と
に
殊
の
外
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
書
写
者
が
、
一
行
四
字
下
げ
で
記
し
そ
の
意
を
表
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

内
閣
文
庫
本
は
一
〇
巻
五
冊
本
で
、
各
冊
の
表
紙
に
「
太
政
官
文
庫
」、「
内
閣
文
庫
」
な
ど
受
入
番
号
な
ど
を
記
し
た
三
枚
の
貼
り
紙

が
あ
り
、
一
巻
・
三
巻
・
五
巻
・
七
巻
・
九
巻
の
巻
頭
に
「
内
閣
文
庫
」
な
ど
の
三
印
と
「
明
治
十
二
年
購
求
」
の
印
が
あ
り
、
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
内
閣
文
庫
に
購
入
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
各
冊
の
最
後
に
「
山
門
不
出　

現
住
清
応
記
、
五
巻
之
内
、
近
江
龍
潭
寺

蔵
書
」
と
あ
り
、
旧
蔵
者
は
近
江
の
龍
潭
寺
で
あ
る
。
こ
の
寺
は
、
滋
賀
県
彦
根
市
の
妙
心
寺
派
「
弘
徳
山
龍
潭
寺
」
で
、「
現
住
清
応
」

は
清
応
梵
澄
で
、
東
海
派
下
玉
浦
門
派
の
人
で
あ
り
、
龍
潭
寺
第
一
二
世
住
持
で
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
在
世
を
知
る
。

静
嘉
堂
本
は
一
〇
巻
九
冊
で
、
二
冊
目
に
二
巻
と
三
巻
を
納
め
て
い
る
。
各
冊
に
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
押
印
が
あ
る
が
、
そ
の
架
蔵
に

な
っ
た
期
日
な
ど
を
知
る
情
報
は
な
い
。
先
記
の
飯
田
利
行
氏
は
昭
和
十
六
年
六
月
五
日
に
静
嘉
堂
文
庫
に
お
い
て
「
松
井
簡
治
博
士
旧

蔵
本
目
録
」
で
『
正
法
山
誌
』
十
巻
の
写
本
の
書
名
を
見
た
と
す
る
。
（12）	
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４
、
活
字
本
と
写
本
の
概
観

先
ず
は
、
禅
文
研
本
、
写
本
の
『
正
法
山
誌
』
は
「
総
目
次
」、
次
い
で
第
一
巻
の
「
巻
目
次
」
の
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
活
字
本

は
「
総
目
次
」
に
触
れ
て
い
な
い
。
無
著
手
沢
本
に
総
目
次
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
活
字
本
に
な
い
総
目
次
は
禅
文
研
本
、
写

本
に
「
正
法
山
誌
総
目
」
と
題
し
て
、
項
目
を
列
挙
す
る
。

第
一
巻

　

像
設　

塔
廟　

人
物
僧
尼
王
臣

第
二
巻

　

列
祖
印
狀　
　

諸
祖
像
賛

第
三
巻

　

寶
庫
書
畫　

　

寶
庫
書
畫
人
物
考

第
四
巻

　

詩
偈　

　

文
疏　

　

書
寫
大
藏

第
五
巻

　

參
内　

前
堂
參
内　

　

綸
旨　

賜
紫　

出
世　

徽
号
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以
心
伯
蒲
訴
大
徳
妙
心
賜
紫　
四
僧
謫
流

　

規
制　
　

　

規
矩

　

祖
師
忌　

　

他
山
ノ
祖
師
忌

第
六
巻

　

古
今
紀
談　

　

古
今
人
物
雜
録
上

第
七
巻

　

古
今
人
物
雜
録
下

　

名
目　

字
證　

字
義

第
八
巻

　

境
致　

殿
堂　

大
徳
寺

第
九
巻

　

塔
頭
諸
院

第
十
巻

　

末
寺

　

建
仁
寺
同
門

　

別
有
殿
堂
畧
記
一
巻
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と
、
記
載
す
る
。

活
字
本
の
「
凡
例
」
に
無
著
手
沢
本
の
書
誌
に
関
す
る
記
は
二
件
で
、
一
件
目
が
「
一
、
目
次
は
第
一
巻
の
み
に
有
っ
て
他
は
缼
け
り
、

讀
者
に
便
せ
ん
為
め
新
に
設
け
た
り
」
と
し
て
、目
次
は
第
一
巻
だ
け
に
あ
る
と
す
る
。
活
字
本
の
「
凡
例
」
に
「
目
次
は
第
一
巻
の
み
」

と
す
る
巻
目
次
は
、
東
大
史
料
本
の
第
一
巻
に
「
像
設
、
塔
頭
」、「
人
物
目
録
」、
二
巻
に
「
列
祖
印
状
」
と
し
て
「
目
次
」
の
二
字
の

表
記
を
せ
ず
に
、
項
目
を
列
挙
す
る
。
第
三
巻
以
後
は
「
正
法
山
誌
第
三
巻
目
次
」
の
如
く
、
各
巻
毎
に
「
巻
目
次
」
を
表
記
す
る
。

巻
目
次
の
項
目
は
、
活
字
本
が
用
い
た
無
著
手
沢
本
は
凡
例
で
一
巻
の
み
に
有
る
こ
と
を
知
る
。
禅
文
研
本
は
巻
の
つ
ぎ
に
「
目
次
」

の
二
字
が
な
い
が
、
一
巻
・
二
巻
・
八
巻
に
目
次
項
目
を
列
記
す
る
。
他
の
写
本
は
九
巻
以
外
の
各
巻
に
あ
る
。

そ
の
巻
目
次
の
表
記
は
、

　

正
法
山
誌
第　

巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
華
道
忠
撰

ま
た
は
、

　

正
法
山
誌
第　

巻
目
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
華
道
忠
撰

の
二
様
が
あ
る
。「
正
法
山
誌
第　

巻
」（
表
、
△
印
）
と
「
正
法
山
誌
第　

巻
目
次
」（
表
、
○
印
）
と
巻
の
下
に
「
目
次
」
の
二
字
を

記
す
二
つ
の
表
記
を
見
出
す
。
禅
文
化
研
本
は
第
一
巻
の
み
に
「
正
法
山
誌
第
一
巻
」
と
記
し
、二
巻
か
ら
十
巻
は
そ
の
記
も
な
い
（
表
、

×
印
）。

内
閣
文
庫
本
は
五
巻
か
ら
八
巻
・
十
巻
で
は
、「
正
法
山
誌
第
五
巻
目
次
」
の
如
く
記
し
て
項
目
を
記
載
し
、
さ
ら
に
改
め
て
「
正
法

山
誌
第
五
巻
」
と
題
し
て
、
本
文
を
記
載
す
る
形
式
に
変
わ
る
（
表
、
◎
印
）。（
表
１
）
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表
１　

巻
「
目
次
」
の
二
字

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

巻
八

巻
九

巻
十

活
字
本
○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

東
大
史
△

△

○

○

○

○

○

○

△

○

禅
文
研
△

×

×

×

×

×

×

×

×

×

京
大
図
△

△

○

○

○

○

○

○

△

○

工
繊
大
△

△

○

○

○

○

○

○

△

○

内
閣
文
△

△

○

○

◎

◎

◎

◎

×

◎

静
嘉
堂
×

×

○

○

◎

◎

◎

◎

×

◎

次
ぎ
に
、
活
字
本
凡
例
の
二
件
目
は
「
一
、
撰
者
無
著
道
忠
禪
師
手
澤
本
は
九
行
二
十
字
詰
な
り
し
も
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
半
丁
（
一
頁
）
行
数
と
一
行
字
数
に
関
し
て
は
原
則
と
し
て
、
東
大
史
料
本
が
一
〇
行
二
〇
字
詰
で
、
禅
文
研
本
・
京
大
図
本
・

京
工
繊
大
本
と
も
に
九
行
二
〇
字
詰
、
内
閣
文
庫
本
・
静
嘉
堂
本
は
一
〇
行
二
二
字
詰
で
あ
る
。
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

表
２　
　

一
行
文
字
数
・
一
頁
行
数

活
字
本

東
大
史

禅
文
研

京
大
図

工
繊
大

内
閣
文

静
嘉
堂

一
行
字
数

二
〇
字

二
〇
字

二
〇
字

二
〇
字

二
〇
字

二
二
字

二
二
字

一
頁
行
数

九
行

九
行

一
〇
行

九
行

九
行

一
〇
行

一
〇
行
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活
字
本
の
凡
例
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
写
本
に
見
出
す
相
異
は
巻
毎
の
「
龍
華
道
忠
撰
」
の
署
名
の
有
無
で
あ
る
。

「
龍
華
道
忠
撰
」
と
す
る
署
名
は
禅
文
研
本
は
第
一
巻
と
第
六
巻
の
二
箇
所
に
の
み
記
載
さ
れ
る
。
東
大
史
料
本
、
京
大
図
本
、
京
工

繊
大
本
、
内
閣
文
庫
本
、
静
嘉
堂
本
の
五
写
本
は
と
も
に
各
巻
に
あ
る
。
活
字
本
は
各
巻
に
記
す
が
、
原
本
の
手
沢
本
に
記
載
さ
れ
て
い

た
か
否
か
は
不
詳
で
あ
る
。

三
、
諸
本
の
比
較

先
に
無
著
道
忠
は
『
正
法
山
誌
』
に
再
編
を
加
え
た
と
述
べ
た
が
、
そ
の
顕
著
な
事
例
は
掲
載
項
目
の
移
動
や
記
載
内
容
の
変
更
、
文

字
の
加
除
で
あ
ろ
う
。
諸
本
と
の
出
入
り
を
、（
１
）
記
載
内
容
の
異
同
、（
２
）
項
目
の
位
置
の
移
行
の
二
点
を
主
に
、
若
干
の
文
字
の

出
入
り
を
も
含
め
て
、
諸
本
の
そ
れ
を
拾
い
上
げ
る
と
一
二
四
件
を
数
え
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
二
四
件
の
諸
本
相
互
の
相
異
件
数
を
比
較
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。

表
３

相
異
件
数

相
異
率

同
件
数

率

①	

活
字
本
と
東
大
史
料
本	

活
字
本
と
禅
文
研
本	

活
字
本
と
京
大
図
本	

活
字
本
と
京
工
繊
大
本	

活
字
本
と
内
閣
文
庫
本	

活
字
本
と
静
嘉
堂
本

1008490919497

80
％

68
％

73
％

73
％

76
％

78
％

244034333027

20
％

31
％

68
％

26
％

24
％

21
％
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②	

東
大
史
料
本
と
禅
文
研
本	

東
大
史
料
本
と
京
大
図
本	

東
大
史
料
本
と
京
工
繊
大
本	

東
大
史
料
本
と
内
閣
文
庫
本	

東
大
史
料
本
と
静
嘉
堂
本

64141177

52
％

11
％

9
％

6
％

6
％

59109112116116

48
％

89
％

91
％

94
％

94
％

③	

禅
文
研
本
と
京
大
図
本	

禅
文
研
本
と
京
工
繊
大
本	

禅
文
研
本
と
内
閣
文
庫
本	

禅
文
研
本
と
静
嘉
堂
本

60646464

48
％

51
％

52
％

52
％

64606060

52
％

49
％

49
％

49
％

④	

京
大
図
本
と
京
工
繊
大
本	

京
大
図
本
と
内
閣
文
庫
本	

京
工
繊
大
本
と
内
閣
文
庫
本	

内
閣
文
庫
本
と
静
嘉
堂
本

91024

7
％

8
％

2
％

3
％

115114122120

92
％

91
％

98
％

96
％

⑤	

京
大
図
本
・
京
工
繊
大
本
・

内
閣
文
庫
本
・
静
嘉
堂
本

12

10
％

112

90
％

表
３
①
に
よ
っ
て
、
先
ず
気
が
付
く
こ
と
は
、
活
字
本
と
他
の
諸
本
と
の
相
異
件
数
が
多
い
こ
と
、
つ
ま
り
相
異
率
が
高
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
手
沢
本
が
活
字
本
以
外
の
写
本
の
原
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
う
一
点
は
書
物
の
著
者
が

自
ら
書
き
入
れ
な
ど
を
加
え
た
本
と
い
う
か
ら
、
自
筆
本
と
さ
れ
る
禅
文
研
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
と
の
相
異
件
数
率
が
高
い

こ
と
で
ほ
ぼ
そ
れ
が
言
え
る
が
、
さ
ら
に
具
体
的
に
項
の
位
置
移
動
の
形
跡
を
う
か
が
っ
て
見
る
と
、
活
字
本
第
五
巻
「
祖
師
忌
」
の
項

に
、
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Ⓐ
大
淵
和
尚
住
本
山
時
。
修
大
燈
國
師
三
百
年
忌
香
語
曰
。
忌
景
正
當
三
百
年
。
國
師
塔
様
勢
巍
然
。
無
端
瞎
却
人
天
眼
。
一
點
靈

光
輝
大
千
。
于
時
寛
永
十
三
年
也
。
靈
光
雲
門

菴
額　

Ⓑ
貞
享
三
年
十
一
月
。
於
妙
心
修
大
燈
國
師
三
百
五
十
年
忌
。
是
時
住
持
太
岳
清
和
尚
二
本
松

長
松
寺

也
。
有
頌
曰
。
遺
德
増
輝
遠
諱
年
。
國

師
加
号
勅
黄
鮮
。
光
々
相
接
大
燈
塔
。
一
點
奎
星
降
九
天
。

と
あ
り
、
活
字
本
第
五
巻
の
「
大
燈
三
百
年
忌
」
の
項
に
、

大
燈
國
師
三
百
年
忌
。
大
徳
正
當
十
二
月
修
之
。
妙
心
先
于
大
德
修
之
。
維
那
者
雑
華
院
月
漢
和
尚
。
水
南
之

師
乎

当
職
維
那
者
。
龍
安
同

傳
菴
惠
首
座
也
。

Ⓒ
住
持
大
淵
和
尚
拈
香
之
頌
。
諸
方
賛
美
之
。
大
德
十
二
月
修
年
忌
。
其
頌
大
似
大
淵
之
頌
。
諸
方
嗤
笑
。

と
記
す
。

こ
の
項
の
記
事
を
東
大
史
料
本
に
見
る
と
、

大
燈
國
師
三
百
年
忌
。（
中
略
）
同
傳
菴
惠
首
座
也
。

Ⓒ
住
持
大
淵
和
尚
拈
香
之
頌
。
諸
方
賛
美
之
。
大
徳
十
二
月
修
年
忌
。
其
頌
大
似
大
淵
之
頌
。
諸
方
嗤
笑
。

Ⓐ
大
淵
和
尚
香
語
曰
。
忌
景
正
當
三
百
年
。
國
師
塔
様
勢
巍
然
。
無
端
瞎
却
人
天
眼
。
一
點
霊
光
輝
大
千
。
于
時
寛
永
三
年
也
。

靈
光
雲
門

菴
額　

　

大
燈
三
百
五
十
年
忌

Ⓑ
貞
享
三
年
十
一
月
。
於
妙
心
修
大
燈
國
師
三
百
五
十
年
忌
。
是
時
住
持
太
岳
清
和
尚
二
本
松

長
松
寺

也
。
有
頌
曰
。

維
那
者
龍
安
宜
春
菴
演
渓
和
尚
也
。

と
す
る
。
東
大
史
料
本
の
Ⓐ
は
、
活
字
本
第
五
巻
「
祖
師
忌
」
項
の
Ⓐ
の
「
住
本
山
時
。
修
大
燈
国
師
三
百
年
忌
」
の
一
三
字
を
略
し
て

記
載
し
、
Ⓑ
は
活
字
本
第
五
巻
「
祖
師
忌
」
項
の
Ⓑ
の
全
文
を
「
三
百
五
十
年
忌
」
の
項
を
立
て
て
記
載
す
る
。
こ
の
項
は
活
字
本
に
な
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い
。
そ
の
こ
と
は
手
沢
本
に
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
無
著
道
忠
は
手
沢
の
対
象
と
し
て
意
識
的
に
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
部

分
を
見
逃
し
た
の
か
、
そ
の
辺
の
こ
と
は
不
詳
で
あ
る
が
、
禅
文
研
本
の
そ
れ
と
は
別
の
『
正
法
山
誌
』
に
手
沢
し
た
こ
と
に
な
り
、
手

沢
本
と
自
筆
本
の
二
部
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

次
ぎ
に
、
そ
の
禅
文
研
本
を
表
３
―
③
に
よ
っ
て
諸
本
と
の
相
異
件
数
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
ず
れ
も
相
異
件
数
率
は
五
〇
％
前
後
で

あ
り
、
ま
た
先
記
の
如
く
活
字
本
と
は
表
３
―
①
に
見
る
よ
う
に
六
八
％
、
表
３
―
②
に
よ
り
東
大
史
料
本
と
も
五
二
％
で
そ
の
率
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
と
な
っ
た
可
能
性
は
低
い
。

さ
ら
に
、
活
字
本
と
禅
文
研
本
、
東
大
史
料
本
と
京
大
図
本
な
ど
四
写
本
に
つ
い
て
、
相
異
点
が
そ
の
本
に
し
か
な
い
件
数
は
、

活
字
本
―
一
九
件
、
東
大
史
―
二
件
、
禅
文
研
―
一
六
件
、
京
大
図
―
二
件
、
工
繊
大
―
〇
件
、
内
閣
文
―
〇
件
、
静
嘉
堂
―
〇
件

と
な
る
。
活
字
本
―
手
沢
本
と
禅
文
研
本
―
自
筆
本
に
高
い
件
数
を
見
出
す
の
は
、
独
自
性
の
強
い
こ
と
を
示
す
。

と
く
に
件
数
の
多
い
活
字
本
―
一
九
件
、
禅
文
研
―
一
六
件
と
い
う
数
値
は
、
そ
れ
独
自
の
単
独
の
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
し
得
る
。

禅
文
研
本
は
筆
跡
か
ら
見
て
無
著
道
忠
晩
年
の
も
の
と
の
説
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
説
を
尊
重
し
て
も
一
時
に
特
定
の
期
間
に
成
っ
た
著
で

は
な
く
、
閲
読
書
の
機
会
を
捉
え
て
従
前
の
執
筆
要
領
で
加
筆
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
活
字
本
は
無
著
道

忠
の
手
沢
本
を
原
本
と
し
た
と
い
う
か
ら
、
無
著
道
忠
自
筆
本
の
禅
研
本
成
立
と
の
関
連
が
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
自
筆
本

に
直
接
手
沢
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
そ
の
数
値
か
ら
も
、
禅
文
研
本
の
紙
面
を
見
て
も
無
理
で
あ
り
、
手
沢
は
別
本
に
な
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
自
筆
本
と
手
沢
本
は
各
々
別
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
ぎ
に
、
書
写
年
が
明
確
で
妙
心
寺
蔵
本
を
原
本
と
し
た
東
大
史
料
本
と
、
他
の
京
大
図
本
・
京
工
繊
大
本
・
内
閣
文
庫
本
・
静
嘉
堂

本
の
四
写
本
に
つ
い
て
、
表
３
―
②
・
④
な
ど
に
よ
り
各
々
の
相
異
件
数
率
を
見
る
と
、
一
〇
％
以
下
で
あ
り
、
四
本
全
体
で
も
一
〇
％

で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
と
に
京
工
繊
大
本
と
内
閣
文
庫
本
は
旧
蔵
は
妙
心
寺
派
寺
院
で
あ

り
、
他
に
も
伝
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
行
字
数
は
京
工
繊
大
本
が
二
〇
字
、
内
閣
文
庫
本
が
二
二
字
で
、
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ま
た
一
頁
行
数
は
同
じ
く
九
行
と
一
〇
行
で
、
書
写
形
式
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
五
写
本
は
表
３
―
①
の
如
く
、
活
字
本
と
の
相
異
件
数
率
が
七
〇
％
代
か
ら
八
〇
％
に
及
ぶ
高
い
も
の
で
、
活
字
本
と

は
別
系
統
の
原
本
に
よ
っ
た
写
本
で
あ
り
、
ま
た
表
３
―
③
に
見
る
如
く
、
禅
文
研
本
と
の
そ
れ
も
四
八
％
で
あ
り
、
同
じ
も
の
を
原
本

に
し
た
写
本
と
は
断
定
し
難
い
の
で
あ
る
。

先
述
に
よ
っ
て
、
京
大
図
本
な
ど
四
写
本
の
あ
ら
ま
し
は
掴
め
た
が
、
問
題
は
活
字
本
・
東
大
史
料
本
・
禅
文
研
本
の
三
本
に
つ
い
て

で
あ
る
。
表
３
―
①
・
②
・
③
に
そ
れ
を
知
る
手
掛
か
り
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
は
、
明
治
二
十
年
の
書
写
年
次
を
有
す
る
東
大
史
料
本
で
あ
る
が
、
妙
心
寺
蔵
本
を
原
本
と
し
た
活
字
本
と
は
、
表
３
―
①
の
如

く
相
異
件
数
率
が
八
〇
％
で
あ
り
、
活
字
本
の
原
本
手
沢
本
と
は
別
の
も
の
を
原
本
に
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
禅
文
研
本
と
の
相

異
件
数
率
を
表
３
―
②
に
見
る
と
五
二
％
で
あ
り
、
東
大
史
料
本
の
原
本
は
禅
文
研
本
と
異
な
る
別
本
に
よ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
妥
当

の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
東
大
史
料
本
と
相
異
す
る
件
数
率
が
低
い
の
は
六
％
～
一
一
％
の
京
大
図
本
な
ど
の
四
写
本
で
あ
り
、
飯
田
利
行
氏
が
入
手
し
た

情
報
の
龍
華
院
―
大
龍
院
―
霊
雲
院
と
移
動
し
た
『
正
法
山
誌
』
を
原
本
と
し
た
京
大
図
本
の
そ
れ
が
東
大
史
料
本
の
原
本
で
あ
る
と
い

う
推
測
も
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
東
大
史
料
本
と
四
写
本
に
し
か
な
い
相
異
件
数
は
一
五
件
が
見
出
せ
る
の
で
あ
り
、
五
写
本
の
独
自
性
を
確
認
し
得
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
も
加
え
て
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
京
大
図
本
な
ど
の
系
統
に
属
す
る
も
の
を
原
本
と
し
た
の
が
、
東
大
史
料
本
で

あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
な
判
断
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
具
体
的
事
例
は
文
字
加
入
、
削
除
の
こ
と
に
見
出
せ
る
の
で
あ
り
、
文
字
数
に
注
視
し
て
そ
の
多
い
事
例
を
と
り
あ
げ
る
と
、

活
字
本
第
九
巻
「
霊
雲
院
方
丈
上
梁
文
」
の
「
三
住
当
山
第
二
百
十
三
世
桂
峰
寿
昌
謹
書
」
後
に
、
東
大
史
料
本
と
四
写
本
は
、

　
　
　
　
　
　
　

養
源
院
牧
水
了
璉
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三
奉
行　
　
　

宜
春
院
祥
巌
紹
智

　
　
　
　
　
　
　

退
蔵
院
洪
岳
地
範

　

棟
梁　
　
　
　

望
月
若
狭
秦
勝
久

　

大
工
権
大
工　

山
田
作
左
衛
門
尉
秦
勝
秀

　

沙
汰
人　
　
　

山
田
長
左
衛
門
尉
秦
勝
廣

と
記
載
す
る
。
活
字
本
・
禅
文
研
本
に
は
、
こ
の
六
一
字
の
記
載
が
な
い
。
五
写
本
の
特
異
点
で
も
あ
る
。

つ
ぎ
に
項
目
の
並
べ
換
え
に
見
る
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
先
記
し
た
活
字
本
第
五
巻
の
「
祖
師
忌
」・「
大
燈
三
百
年
忌
」
も
そ
の

一
例
で
あ
る
が
、
東
大
史
料
本
と
四
写
本
に
限
る
事
例
と
し
て
は
、
活
字
本
第
七
巻
「
愚
堂
議
隠
元
」
の
項
で
東
大
史
料
本
と
四
写
本
は

活
字
本
第
七
巻
「
愚
堂
入
室
」
項
の
次
に
記
載
し
、
位
置
的
に
大
き
く
移
動
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
東
大
史
料
本
と
同
じ
く
す
る
の
は
、
京
大
図
本
な
ど
四
写
本
で
、
こ
の
系
統
の
原
本
と
な
っ
た
『
正
法
山
誌
』、
す
な
わ

ち
龍
華
院
―
大
龍
院
―
霊
雲
院
と
移
動
し
た
京
大
図
本
の
原
本
、
そ
れ
は
東
大
史
料
本
の
原
本
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
『
正
法
山
誌
』
の

存
在
を
推
測
せ
し
め
る
。
禅
文
研
本
と
手
沢
本
、
五
写
本
の
原
本
と
な
っ
た
『
正
法
山
誌
』
の
成
立
経
緯
な
ど
の
こ
と
も
一
考
の
余
地
が

あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
如
く
、
活
字
本
、
禅
文
研
本
、
東
大
史
料
本
と
京
大
図
本
な
ど
四
写
本
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、『
正
法
山
誌
』
に
は
活

字
本
の
手
沢
本
、
禅
文
研
本
の
自
筆
本
、
東
大
史
料
本
と
京
大
図
本
な
ど
四
写
本
の
原
本
に
よ
る
三
系
統
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
相
異

件
数
の
数
値
か
ら
見
て
間
違
い
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
原
本
の
存
在
が
不
詳
で
あ
る
。
同
じ
く
活
字
本
の
原
本
、
す
な
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わ
ち
手
沢
本
、
東
大
史
料
本
の
原
本
、
京
大
図
本
の
原
本
も
現
存
確
認
は
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
手
沢
本
の
現
存
確
認
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
東
大
史
料
本
の
原
本
、
そ
れ
は
京
大
図
本
の

原
本
と
同
本
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
が
、
無
著
道
忠
自
筆
本
と
さ
れ
る
第
三
の
『
正
法
山
誌
』
が
存
在
し
た
こ
と
も
考
慮
に
い
れ
た
『
正

法
山
誌
』
へ
の
関
心
を
も
つ
必
要
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

注（　

）	『
禅
学
大
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
年
。『
日
本
仏

教
典
籍
大
事
典
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
。

（　

）	『
大
日
本
仏
教
全
書
』
佛
書
刊
行
會
編
纂
、
一
九
一
三
年
。

（　

）	『
本
朝
高
僧
伝
』
に
つ
い
て
は
、
伝
名
の
下
に
記
載
す
る

文
献
史
料
名
に
注
目
す
る
と
、
幾
つ
か
の
疑
点
も
見
出
せ

る
。『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
二
十
七
雪
村
友
梅
伝
に
「
賡

扶
桑
隠
逸
傳
巻
中
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、義
堂
真
撰
述
『
続

扶
桑
隠
逸
伝
』は『
新
纂
禅
籍
目
録
』（
駒
澤
大
学
図
書
館
、

一
九
六
二
年
）
に
依
る
と
、刊
写
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）

で
、
卍
元
師
蛮
遷
化
二
年
後
で
あ
る
。
卍
元
師
蛮
は
そ
れ

以
前
の
も
の
に
依
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、『
本
朝

高
僧
伝
』
巻
第
三
十
一
無
底
良
韶
伝
に
「
日
本
洞
上
聯
燈

録
第
二
」、
巻
第
三
十
二
月
の
月
蓬
円
見
伝
に
「
日
本
洞

上
聯
燈
録
第
一
」、
同
巻
の
大
源
宗
真
伝
に
「
日
本
洞
上

聯
燈
録
第
二
」
な
ど
、
嶺
南
秀
恕
（
一
六
七
五
～

一
七
五
二
）
に
よ
っ
て
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
成

立
し
た
『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
の
文
献
名
を
記
載
す
る
。

そ
れ
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
成
立
二
五
年
後
の
史
料
で
あ
り
、

『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
の
成
立
過
程
と
卍
元
師
蛮
の
閲
読

経
緯
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

	
	

か
か
る
事
例
か
ら
す
る
と
、
卍
元
師
蛮
の
史
料
蒐
集
と
、

『
続
扶
桑
隠
逸
伝
』、『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
な
ど
を
は
じ

め
伝
名
下
に
記
載
さ
れ
る
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
文
献
史

料
名
に
関
し
て
は
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

（　

）	『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
）
は
、

　

 　

	

正し
ょ
う
ぼ
う
さ
ん
し

法
山
誌
、一
〇
巻
、別
○
妙
心
寺
誌
（
外
）、類
○
寺
院
、

著
○
無
著
道
忠
、
写
○
内
閣
（
五
冊
）・
静
嘉
（
九
冊
）・

京
大（
一
〇
冊
）・
東
大
史
料（
京
都
妙
心
寺
蔵
本
写
五
冊
）・

松
ヶ
岡
（
天
保
五　

写
五
冊
）・
伊
勢
修
成
（
一
〇
巻

一
〇
冊
）、
活
○
妙
心
寺
誌
（
林
岱
雲
、
昭
和
一
〇
）

　
　

 
『
新
纂
禅
籍
目
録
』（
駒
澤
大
学
図
書
館
）
は
、

　
　

 	
正
法
山
誌　

題
簽
妙
心
寺
誌　

②
一
〇
巻
一
〇
冊　

③
無

123
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著
道
忠　

④
寫　

⑤
京
大
、
静
嘉
（
十
巻
九
冊
）、
松
ヶ

岡
（
天
保
五
寫
五
冊
）、
史
料
（
原
、
妙
心
寺
本
五
冊
）、

伊
勢
（
一
〇
巻
一
〇
冊
）　

と
記
載
す
る
。
②
巻
数
、
③

著
編
者
名
、
④
刊
写
の
年
時
及
び
刊
筆
者
、
⑤
所
蔵
者
の

順
で
記
す
。
略
称
の
「
史
料
」
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

「
京
大
」
は
京
都
大
学
（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
）、

「
内
閣
」
は
内
閣
文
庫
、「
静
嘉
」
は
静
嘉
堂
文
庫
、「
松

ヶ
岡
」
は
松
ヶ
岡
文
庫
、「
伊
勢
」
は
伊
勢
修
成
蔵
で
あ
る
。

（　

）	

飯
田
利
行
『
学
聖
無
著
道
忠
』
禅
文
化
研
究
所
、

一
九
八
六
年
、
三
〇
二
頁
。

（　

）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
京
都
大
学
図
書
館
・
京
都
工
芸

繊
維
大
学
図
書
館
・
静
嘉
堂
文
庫
・
禅
文
化
研
究
所
・
花

園
大
学
図
書
館
に
格
別
の
ご
高
配
に
あ
ず
か
り
、
ま
た
松

ヶ
岡
文
庫
よ
り
影
印･

閲
覧
に
関
し
鄭
重
な
る
ご
教
示
を

頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
東
大
史
料
本
・

京
大
図
本
・
京
工
繊
大
本
の
三
本
の
影
印
に
つ
い
て
は
、

花
園
大
学
大
学
院
鄭
美
景
氏
に
よ
っ
た
。
謝
意
を
表
し
た

い
。

（　

）	

林
岱
雲
師
。
林
岱
雲
師
（
注
）
の
考
勘
に
依
っ
て
、
諸
写

本
と
異
な
る
記
載
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ

を
示
す
注
記
な
ど
は
見
出
せ
な
い
。
活
字
本『
正
法
山
誌
』

の
「
凡
例
」
に
「
考
勘
は
林
岱
雲
師
を
煩
し
た
り
」
と
あ

り
、
こ
の
林
岱
雲
師
は
活
字
本
『
正
法
山
誌
』
が
成
っ
た

三
年
後
の
昭
和
十
三
年
に
著
書
『
日
本
禅
宗
史
』（
大
東

出
版
社
、
一
九
三
八
／
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
再
刊

一
九
七
七
）
を
出
版
さ
れ
た
学
僧
で
あ
る
。
こ
の
林
岱
雲

師
の
考
勘
に
依
っ
て
、
諸
写
本
と
異
な
る
記
載
に
な
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
注
記
な
ど
は
見
出
せ

な
い
。「
撰
者
無
著
道
忠
禪
師
手
澤
本
」
は
不
明
で
あ
る
。

（　

）	

加
藤
正
俊
『
関
山
慧
玄
と
初
期
妙
心
寺
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、第
十
六
章
初
め
て
画
か
れ
た
関
山
の
頂
相
。

二
六
一
頁
。
同
氏
は
『
日
本
仏
教
典
籍
大
事
典
』
二
八
八

頁
～
二
八
九
頁
。「
正
法
山
誌
」
の
項
で
、
成
立
年
と
内

容
の
解
説
を
す
る
。

（　

）	『
正
法
山
誌
』
の
写
本
で
筆
写
年
を
知
り
得
る
の
は
「
松

ヶ
岡
（
天
保
五
年
写
五
冊
）」（『
国
書
総
目
録
』・『
禅
籍

目
録
』）
と
あ
る
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
写
の
松
ヶ
岡

文
庫
本
が
あ
る
。

（　

）	

飯
田
利
行
『
学
聖
無
著
道
忠
』
一
〇
頁
～
一
一
頁
。

（　

）	

受
入
番
号
は
１
１
０
１
０
で
、
４
４
、１
１
、
ー
５
は
そ

の
年
月
日
で
、
四
四
年
一
月
五
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

新
制
大
学
の
京
都
工
芸
繊
維
大
学
開
学
は
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
で
あ
る
。

（　

）	
飯
田
利
行
『
学
聖
無
著
道
忠
』
二
八
八
頁
。

・
引
用
史
料
の
送
仮
名
・
返
点
は
省
略
し
た
。

567

89101112

21　『禪學研究』第100號，2022年3月



〈
付
記
〉
筆
者	

竹
貫
元
勝
は
、
令
和
三
年
五
月
十
六
日
に
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
本
論
考
は
筆
者
が
当
号
に
投
稿
す
る
た
め
成
稿
し
た

も
の
で
す
。
筆
者
が
生
前
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
学
恩
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
校
正
代
理
者　

竹
貫
友
佳
子
）

（
花
園
大
学　

名
誉
教
授
）

無著道忠著『正法山誌』について 　22




